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工藤 崇, 久慈一英, 中嶋憲一, 福島賢慈, 丸野廣大, 井口信雄, 久保 亨, 高潮征爾, 泉家康宏, 谷口泰代, 小野口昌久：
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工藤　崇・教授 プログラム委員 第65回日本核医学会学術集会

工藤　崇・教授 放射線安全管理委員会　委員 日本医学放射線学会

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

工藤　崇・教授 世話人 New Town Conference
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工藤　崇・教授 委員

福島県立医科大学　211
At MABGの褐色細胞腫 パラガングリオーマ患
者における薬物動態、安全性および有効性の
評価　効果安全性評価委員会
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

特 許

その他
 非常勤講師

西　弘大・助教
高度被ばく医療支援センター連携会議 研修
部会

高度被ばく医療支援センター連携会議

西　弘大・助教 教育訓練検討委員会 日本放射線安全管理学会

工藤　崇・教授
高度被ばく医療支援センター連携会議 研修
部会

高度被ばく医療支援センター連携会議

工藤　崇・教授 教育訓練検討委員会 日本放射線安全管理学会

工藤　崇・教授 原子力災害中核人材研修 講師 長崎大学原子力災害対策戦略本部

工藤　崇・教授 日本メジフィジックス株式会社
骨シンチグラフィにおける人工知能支援診断の有用性の
検討

工藤　崇・教授 PDRファーマ株式会社
コンピューター支援診断・人工知能を用いた負荷心筋シ
ンチグラフィ負荷単独法の検証

工藤　崇・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究（C）
膠芽腫に対する分子イメージガイド下放射線
治療の開発

西　弘大・助教 日本学術振興会 代表
基盤研究（C）
内部被ばくの低減を目指した放射性同位元素
の体内動態の追跡と制御

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担 研　究　題　目

工藤　崇・教授 日本学術振興会 代表
基盤研究(C)
患者フレンドリーな核医学検査のための情報
技術利用の検証と開発

西　弘大・助教 日本学術振興会 分担
基盤研究（B）
組織幹細胞とミトコンドリア代謝の変化から
低線量放射線の生体影響を捉える

福田　直子・技術職
員

日本学術振興会 代表
基盤研究（C）
日本における医療現場の職業被ばく・環境放
射能の適正化と知識共有

西　弘大・助教 日本学術振興会

井手口怜子・助教 日本メジフィジックス株式会社
早期食道癌の予後評価におけるFDG-PET/CTの臨床的有用
性

分担
基盤研究（C）
患者フレンドリーな核医学検査のための情報
技術利用の検証と開発

西　弘大・助教 日本学術振興会 分担
基盤研究（B）
食品添加物で放射性核種の体内移行を阻害・
促進させる

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号

西　弘大・助教 放射性薬剤併用剤 2024年8月5日 出願中 特願2024-128755

工藤　崇・教授 分子機能画像科学論 九州大学保健学科

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

工藤　崇・教授 放射線生物学・放射線健康リスク科学 広島大学
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